
 ３ こどもの成長「この時期は・・・」 

 

 

 
 

 
 
  
中中学学校校期期のの保保護護者者にに向向けけてて応応援援メメッッセセーージジ  

 
 
 

  
 
 
この時期は，思春期に入り，学校や友達関係等いろいろなことに悩み，葛藤するこど

もにとって，家庭が精神的な安らぎの場となるよう，温かく見守り，適宜助言をするこ
とが大切です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 
 
 
 
                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
○ 自分のよさを実感したり自分の短所を自覚したりする。 
○ いろいろなことが刺激になり，情緒不安定になりやすい。 
○ 他者との関係の中で自他の違いを認め，自分の特性に気付く。 
○ 仲間意識が強くなり，特定の友達と深い人間関係を築く。 
○ 異性との望ましい関係を学び始める。 
○ 社会の一員として他者と協力し，自立した生活を営むことができ

る。 
○ 公共を意識して，自分の行動を抑制できる。 
○ 法やきまりの意義を理解し，公徳心をもつ。 

 
☆ ここどどもものの人人格格をを認認めめ，，接接すするるよよううににししままししょょうう。 

・ 思春期の心と体について理解する。 ・ 性や生命についてこどもと語る。 
☆ 自自己己肯肯定定感感（（自自分分ののここととがが好好きき，，自自分分はは生生ききてていいるる価価値値ががああるるとといい
うう気気持持ちち））をを育育ててままししょょうう。 
・ 他者との比較ではなく，こどものよいところを具体的にほめる。 
・ 「自分は大切な存在である」と実感できる機会をつくる。 

☆ 将将来来のの夢夢やや自自己己実実現現にに向向けけてて働働ききかかけけままししょょうう。 
・ 失敗しても自分でさせる，また挑戦することができるよう日頃から会話を増

やし，親子の絆を深める。 
☆ ススママホホ・・ネネッットト等等かからら，，ププラライイババシシーーをを守守るるここととはは，，生生命命のの安安全全にに  
つつななががりりまますす。  
・ セキュリティ設定を活用し，個人情報の漏洩に気を付ける。 
（※ こども家庭庁 ＩＣＴ社会へ送り出す前のサポートをするために����� 保護者がおさえておきたい４つのポイン 

ト 生徒編より） 

  乳・幼児期 
  （０～６歳） 

 

  小学校期 
  （７～12 歳） 

 

  中学校期 
  （13～15 歳） 

 

高 校 期 
（16～18 歳） 

 

自自分分ららししささのの気気付付きき  

保保護護者者のの関関わわりりはは？？  

こどもが急に成長し，心配なこともあるかと思います。でも，
こどもは，親（保護者）と少し距離を置いて客観的に見るように
なってきます。見守り，寄り添そう気持ちで・・・ 

 

３ こどもの成長「この時期は・・・」 

 

 

 
 

 
 

 
高高校校期期のの保保護護者者にに向向けけてて応応援援メメッッセセーージジ  

 
 
 
 

  
 
 
この時期は，こどもを一個人として信じ見守るとともに，人としての生き方を語り

合いながら，社会人としての自立を支援することが大切です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 
 
 
 
                         
 
 
 
 
 
 
 
 

  
○ 思春期の混乱から脱却し，大人の社会を展望しながら生きる課題を
真剣に模索し始める。 

○ 親（保護者）から心理的に離れ，自分を客観的に見つめ，自立する。
（親離れ） 

○ 家族や周囲との関係の中で，自分のあり方を決める。 
○ 自分らしさを見据えながら将来を描き始める。 
○ 社会人となることや親（保護者）となることをイメージし始める。 

 
☆ 自自立立にに向向けけててのの助助言言をを心心掛掛けけままししょょうう。 
・ 親（保護者）の生き方を語る。 
・ こどもに願う生き方を伝える。 

 ・ こどもの考えを受け止めながら語り合う。 

☆ 自自立立ししたた一一個個人人ととししてて接接ししままししょょうう。 
 ・ こどもを信頼する。 

 ・ こどものよいところを言葉で伝えるなど，愛情を伝え続ける。 

☆ 1188 歳歳成成人人ででああるるここととのの自自覚覚ををももたたせせままししょょうう。 
 ・ 選挙権や自分で契約（クレジットカード，婚姻等）ができることを自覚させ

ましょう。（主権者教育・消費者教育） 

☆ 自自分分のの力力ででココンントトロローールルででききるる 1188 歳歳にに向向けけたた準準備備ををししままししょょうう。 
 ・ ネットトラブルに巻き込まれたときの相談窓口の確認をする。 

（※ こども家庭庁 ＩＣＴ社会へ送り出す前のサポートをするために����� 保護者がおさえておきたい４つのポイ

ント 生徒編より） 

  乳・幼児期 
  （０～６歳） 

 

  小学校期 
  （７～12 歳） 

 

  中学校期 
  （13～15 歳） 

 

高 校 期 
（16～18 歳） 

 

保保護護者者のの関関わわりりはは？？  

自自分分のの個個性性へへのの誇誇りり  
 

高校生はある程度「大人」です。高校生活は，親（保護者）や
家族から離れて，自分で考えて行動することが多いです。 
しかし，時には失敗や挫折を経験します。その時は人生の先輩

として，よき相談相手となって！ 

－ 7 － － 8 －


